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（12 月１日〜 12 月 25 日）平成２０年第５回定例会

１月３１日㈯に原子力防災訓練
が行われました。

１月１６日㈮に県市議会議員
研修会が開催されました。

昨年12月11日、川内小の児童のみなさんが本会議を傍聴されました。
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総　括　質　疑　並　び　に　一　般　質　問

③　大坪　幹也　議員　（薩摩川内会） 

１　飲食事業者の更なる育成について
２　電源立地地域を活かした総合研究所の誘致
　について

 ①　江口　是彦　議員  （薩摩川内会）

１　甑島敬老園等の指定管理者の指定に向けた
　最終調整について
２　甑島の診療所の指定管理者導入計画の進捗
　状況について
３　指定管理者モニタリング導入について
４　「裁判員休暇」の制度の整備について

 ②　橋口　博文　議員  （むつみ会）

１　市長の今後の市政運営について

④　川添　公貴　議員　（薩摩川内会）

⑤　瀬尾　和敬　議員　（薩摩川内会）

１　地区振興計画への助言を含む行政の対応に
　ついて
２　児童・生徒の通学路の安全性確保について
３　がん検診（特に子宮がん・乳がん）につい
　て

１　地域格差の解消について
２　教育委員会マニフェストの作成について

 ⑥　井上　勝博　議員  

１　雇用促進住宅廃止問題について
２　支所廃止の「提言」について当局の考えは
３　子どもの医療費助成について
４　川内原発３号機増設について、市長は「条
　件付容認」という新聞報道がされた。市長の
　真意を問いたい。

 ⑦　持原　秀行　議員  （市民連合）

１　薩摩川内市定員適正化方針に関して
２　市長の公約である「人件費削減」につい　
　て、現時点での考えを伺いたい。

 ⑧　中島　由美子　議員　（公明党）

１　子育てパスポートについて
２　妊婦健診１４回公費負担について
３　定額給付金について
４　高齢者の緊急通報システムの民間委託につ
　いて
５　中小零細企業のための緊急保証制度につい
　て
６　給食費滞納対策について

⑨　山之内　勝　議員　（薩摩川内会）

１　薩摩川内市の財政計画について
２　入札制度について

⑩　杉薗　道朗　議員　（公明党）

１　定額給付金について
２　来春新卒予定者の内定取消し問題について
３　薬物、大麻汚染問題について
４　イルミネーション装飾について

⑭　大田黒　博　議員　（新生会）

◎　以降に主な質問の内容を紹介しますが、紙面
　の都合上、質問項目のうち議員が希望した１項
　目を掲載してあります。
　なお、議員名の次の（　）は所属会派の名称で
　す。

１　支所再編の取組について
２　前市長からの事務引継ぎの主要事項とそれ
　への対応について
３　３月定例会における教育部門の施政方針の
　説明について
４　学校教職員とスポーツ少年団との関わりに
　ついて

⑮　永山　伸一　議員　

１　高齢者福祉の充実策について
２　農業経営の強化策について
３　教育振興対策について

⑪　古里　貞義　議員　（新生会）

⑫　佃　昌樹　議員　（市民連合）

⑬　江畑　芳幸　議員　（市民連合）

１　農政への取組について
２　優良農地の荒廃防止について
３　農林水産業技術連絡協議会について

１　副市長、教育長、政策調整監人事に関連し
　て
２　樋脇高校跡地の利活用について
３　原子力発電所に関連して
４　産業廃棄物処分場へのこれからの対応につ
　いて
５　教育長の施政方針について

１　コミュニティ交通の現状と課題（くるくる
　バス・循環バスについて）
２　今後の課題について



答
弁
　
指
定
管
理
者
導
入
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
協
議
を
行
っ
て
い

る
。
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
平

成
二
十
一
年
度
ま
で
は
協
議
を
続
け
た

い
。
な
お
、
平
成
二
十
一
年
度
の
協
議

結
果
に
よ
っ
て
、
難
し
い
よ
う
で
あ
れ

ば
方
針
の
見
直
し
も
考
え
ざ
る
を
得
な

い
。
看
護
師
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

十
一
年
度
も
嘱
託
員
に
よ
る
募
集
を
考

え
て
い
る
。
指
定
管
理
者
導
入
の
協
議

が
う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
、
公
募
に
よ

る
正
職
員
募
集
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
全
国
的
に
医
師
、
看
護
師
が
不
足

す
る
中
、
特
に
甑
島
は
顕
著
で
あ
り
、

い
ろ
ん
な
形
で
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

質
問
　
①
指
定
管
理
者
導
入
の
現
状
と

こ
れ
か
ら
の
計
画
に
つ
い
て
。

②
甑
島
の
各
診
療
所
で
、
看
護
師
等
九

名
の
募
集
を
し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
応

募
者
は
い
な
い
。
雇
用
形
態
が
、
月
十

七
日
勤
務
の
嘱
託
職
員
で
あ
り
身
分
保

障
な
ど
安
心
し
て
働
け
る
条
件
が
満
た

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
指
定

管
理
者
制
度
導
入
と
は
関
係
な
く
正
職

員
と
し
て
採
用
し
て
欲
し
い
。
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甑
島
の
診
療
所
の
指
定
管
理
者

導
入
計
画
の
進
捗
状
況
等
に
つ

い
て

江
口
　
是
彦

質
問
　
本
計
画
は
、
新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
を
基
に
、
向
う
十
年
間
の
基
本
計

画
を
定
め
、
市
政
運
営
の
指
針
と
さ
れ

て
い
る
。
現
在
、
平
成
二
十
二
年
度
か

ら
の
下
期
五
年
間
の
計
画
に
つ
い
て
、

社
会
情
勢
の
変
化
、
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
等
様
々
な
観
点
か
ら
、
検
討
、
策

定
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

市
長
と
し
て
、
下
期
計
画
に
強
い
意
欲

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
お

示
し
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁
　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
う
ち
、
二
年

以
内
に
す
る
、
四
年
以
内
に
す
る
と
掲

載
し
て
い
る
施
策
事
業
を
次
期
実
施
計

画
、
ま
た
は
下
期
基
本
計
画
に
盛
り
込

み
た
い
。
ま
た
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
が
作
成
す
る
地
区
振
興
計
画
の

内
容
や
、
ま
ち
づ
く
り
意
見
交
換
会
の

意
見
も
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

質
問
　
薩
摩
川
内
市
は
電
源
立
地
地
域

で
あ
る
が
、
市
民
の
生
活
向
上
と
人
口

増
加
対
策
と
し
て
、
福
井
県
敦
賀
市
に

あ
る
財
団
法
人
若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
医
療
、
農
産
物

の
品
種
改
良
・
人
材
育
成
等
を
す
る
総

合
研
究
所
を
新
た
に
誘
致
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答
弁
　
若
狭
湾
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ

ン
タ
ー
は
県
が
出
資
し
た
施
設
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
施
設
を
本
市
に
誘
致

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
う
少
し
研
究

し
て
ま
い
り
た
い
。
政
務
調
査
に
行
か

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
一
緒
に
な

っ
て
誘
致
に
つ
い
て
の
研
究
し
て
ま
い

り
た
い
。

質
問
　
支
援
の
充
実
（
予
算
の
重
点
配

分
）
に
つ
い
て
。

電
源
立
地
地
域
を
活
か
し
た
総

合
研
究
所
の
誘
致
に
つ
い
て

大
坪
　
幹
也

が
ん
検
診
（
特
に
子
宮
が
ん
・

乳
が
ん
）
に
つ
い
て川

添
　
公
貴

手打診療所

手打診療所病床

薩
摩
川
内
市
総
合
基
本
計
画
下

期
基
本
計
画
策
定
に
つ
い
て

橋
口
　
博
文



ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
。
今

後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。
③
山
林
・
田

畑
・
海
岸
な
ど
の
環
境
保
全
に
努
め
て

い
る
過
疎
・
辺
地
・
甑
島
地
域
に
、
ど

の
よ
う
な
「
総
合
的
な
振
興
策
」
を
考

え
て
い
る
か
。

答
弁　

①
巡
回
バ
ス
は
、
高
齢
者
等
地

域
住
民
の
移
動
手
段
と
し
て
大
変
重
要

で
あ
る
。
巡
回
バ
ス
の
利
便
性
向
上
と

効
率
的
な
運
行
を
図
る
た
め
、
現
在
調

査
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
一
部
に
お
い

て
利
用
客
が
減
り
続
け
て
い
る
た
め
、

路
線
等
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
が
、

巡
回
バ
ス
の
全
面
廃
止
は
考
え
て
い
な

い
。
②
通
信
網
の
関
係
で
は
、
市
内
の

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
未
提
供
地
域
に
つ
い
て
は
、

二
〇
一
〇
年
度
ま
で
に
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
ゼ
ロ
地
域
の
解
消
に
向
け
た
整
備
を

行
い
た
い
。
携
帯
電
話
等
の
不
感
地
域

の
解
消
に
向
け
て
も
全
力
で
取
り
組
み

た
い
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
四
日
ま

で
に
は
現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了

し
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
完
全
に
移
行
す
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
国
県
及
び
通
信
事

業
者
と
協
力
し
進
め
て
行
き
た
い
。

　

過
疎
・
辺
地
・
甑
島
地
域
で
は
、
薩

摩
川
内
市
版
地
域
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

検
討
を
行
い
、
諸
課
題
の
克
服
に
向
け

た
対
策
を
し
た
い
。
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
に
つ
い
て
は
、
み
な
し

過
疎
地
域
の
指
定
継
続
や
適
切
な
地
域

　

受
診
期
間
等
に
つ
い
て
通
年
で
の
受

診
を
検
討
し
て
、
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
へ
の
支
援
強
化
が
必
要
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
乳
が
ん
検
診
は
二
年
に
一
回

の
現
状
で
あ
る
が
、
毎
年
実
施
で
き
な

い
か
。

　

今
後
の
受
診
者
増
の
た
め
に
広
報
活

動
も
さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
と
考
え
る

が
、
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た

い
。

答
弁　

検
診
を
す
る
こ
と
で
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
二
年
に
一
回
の
検
診
で
は
な
く
、

毎
年
実
施
の
検
診
体
制
に
よ
り
死
亡
率

の
減
少
や
医
療
費
の
抑
制
が
図
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
毎
年
実
施
し
た
い
。
乳
が

ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

休
日
検
診
を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
、

よ
り
受
診
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
医
師
会
と
も

協
議
し
て
、
病
院
検
診
期
間
の
延
長
を

図
り
た
い
。

質
問　

①
「
巡
回
バ
ス
・
廃
止
」
に
つ

い
て
危
惧
す
る
声
が
あ
る
が
ど
う
か
。

②
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
携
帯
電
話
・
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
地
域
格
差
解
消
は
、
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所
廃
止
」「
セ
ン
タ
ー
設
置
」を
提
言
し

た
。
合
併
の
と
き
に
、
協
議
・
策
定
し

た
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
合
併
後

十
年
間
の
基
本
方
針
で
あ
り
、
そ
の
計

画
で
は
、
各
旧
町
村
の
役
場
を
総
合
支

所
と
し
て
残
す
と
あ
る
。
①
支
所
廃
止

の
理
由
は
何
か
。
②
セ
ン
タ
ー
と
は
何

か
。
③「
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
」を
つ
く
っ
て

取
り
組
み
た
い
と
い
う
発
言
の
真
意
は
。

答
弁　

財
政
節
約
効
果
の
発
揮
と
合
併

し
て
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
と
い
う

二
つ
を
両
立
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
の

提
言
あ
り
、
支
所
で
の
地
域
振
興
が
困

難
で
あ
る
た
め
支
所
を
廃
止
す
る
と
い

う
提
言
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
提
言
は
、
支
所
を
廃
止
す
る
こ
と
が

目
的
で
は
な
く
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
ど

の
よ
う
に
図
る
か
を
提
案
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
作
っ
て
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
で
は
、
セ
ン
タ
ー
に
配
置
さ
れ
た

職
員
が
、
地
域
が
何
を
望
ん
で
い
る
か

を
直
接
住
民
と
接
し
な
が
ら
問
題
、
課

題
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
、
地
域
振
興
の

た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
模
索
す
る
こ

と
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
は

ど
ん
な
ス
タ
ン
ス
で
か
わ
っ
て
い
く
の

か
を
実
践
し
な
が
ら
検
証
さ
せ
た
い
。

指
定
要
件
の
見
直
し
を
含
め
た
新
た
な

制
度
創
設
を
国
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

甑
島
地
域
離
島
振
興
計
画
が
平
成
十
五

年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
あ
り
、

平
成
二
十
一
年
度
の
下
期
基
本
計
画
の

策
定
に
向
け
て
計
画
変
更
案
を
策
定
し

た
い
。

質
問　

行
政
改
革
推
進
委
員
会
は
、「
支

支
所
廃
止
の
「
提
言
」
に
つ
い
て

当
局
の
考
え
は

井
上　

勝
博

地
域
格
差
の
解
消
に
つ
い
て

瀬
尾　

和
敬

北部循環・高城温泉



質
問　

職
員
定
数
の
適
正
規
模
は
ど
の

程
度
と
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
国
・

県
か
ら
の
権
限
移
譲
や
住
民
の
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
、
職
員
定
数
の
削
減
等
に
よ

り
、
職
員
一
人
当
た
り
の
業
務
量
が
増

大
し
て
い
る
。
真
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
立
場
か
ら
、
必
要
性
・
緊
急

性
の
あ
る
事
業
な
の
か
よ
く
検
証
し
、

早
急
に
事
務
事
業
及
び
組
織
機
構
の
見

直
し
を
行
い
、
管
理
職
の
数
を
抑
え
末

端
で
働
く
職
員
数
を
維
持
・
確
保
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

国
か
ら
の
権
限
移
譲
を
含
め
、

た
く
さ
ん
の
事
務
が
増
え
て
お
り
、
ま

た
、
合
併
に
よ
り
事
務
の
均
一
化
が
で

き
て
い
な
い
の
も
現
状
で
あ
る
が
合
併

時
の
申
し
合
わ
せ
で
は
、
国
か
ら
の
権

限
移
譲
な
ど
を
含
め
て
も
千
人
程
度
が

適
正
と
判
断
し
て
い
た
。
全
国
の
類
以

団
体
三
十
九
団
体
の
中
で
本
市
が
一
番

職
員
数
が
多
い
と
い
う
数
値
も
あ
る
が
、

海
を
隔
て
た
合
併
、
広
大
な
面
積
と
特

殊
要
因
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
現
状
と
し

て
は
、
千
百
人
程
度
以
下
が
適
当
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
財
政

状
況
も
考
慮
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
行

政
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
、
健
全
な

行
政
運
営
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
職

員
減
に
応
じ
て
管
理
職
ポ
ス
ト
も
合
併

時
よ
り
減
員
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も

さ
ら
に
削
減
し
た
い
。

質
問　

各
地
域
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ
た
通

報
シ
ス
テ
ム
を
統
一
し
、
民
間
委
託
し

て
い
く
方
向
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
高

齢
者
の
方
が
使
い
や
す
く
、
何
か
あ
っ

た
と
き
に
救
急
車
の
手
配
な
ど
し
っ
か

り
と
対
応
で
き
る
、
又
実
績
が
あ
り
安

心
で
き
る
事
業
者
に
委
託
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
お
ら
れ
る
か
伺
い
た
い
。

答
弁　

現
在
は
、
第
一
通
報
者
が
協
力

員
や
薩
摩
川
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
ま
ち
ま
ち
な
方
法
で
通
報
が
届
く
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
一
年
度

に
第
一
通
報
者
を
一
本
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
早
急
に
取
り
組
み
た
い
。
基

本
的
な
考
え
方
は
、
二
十
四
時
間
体
制

で
対
応
が
で
き
る
こ
と
。
も
う
一
つ
が

そ
れ
ぞ
れ
第
一
次
・
第
二
次
の
通
報
受

諾
者
に
連
絡
が
つ
か
な
い
場
合
の
対
応
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に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
対
応
も
事
業
者

の
ほ
う
で
対
応
で
き
な
い
か
。
こ
の
大

き
く
二
つ
を
事
業
者
選
定
の
基
準
に
据

え
て
、
今
後
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

合
併
前
に
住
民
説
明
会
で
示
し

た
合
併
後
十
年
間
の
財
政
計
画
と
合
併

後
四
年
間
の
実
績
・
予
算
を
比
較
し
た

場
合
、
総
額
は
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
で
あ

る
が
扶
助
費
は
七
十
四
億
円
増
、
普
通

建
設
事
業
費
五
十
四
億
円
の
減
と
当
初

の
財
政
計
画
と
大
幅
な
違
い
が
生
じ
て

い
る
が
そ
の
理
由
は
。
ま
た
、
今
後
の

財
政
計
画
の
方
向
性
を
伺
い
た
い
。

答
弁　

本
市
は
、
合
併
前
に
作
成
し
た

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
・
財
政
計
画
及

び
合
併
直
後
に
策
定
し
た
中
期
財
政
運

営
指
針
を
基
本
と
し
て
、
財
政
運
営
を

行
な
っ
て
い
る
。
計
画
に
比
べ
、
人
件

費
は
定
員
適
正
化
計
画
の
取
り
組
み
に

よ
り
大
き
く
下
回
わ
り
、
扶
助
費
は
医

療
制
度
改
革
な
ど
に
よ
り
大
き
く
伸
び

た
と
分
析
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
三
位
一
体
改
革
や
地
方
分
権

な
ど
、
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
情
勢
が

急
激
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
中
、
健
全
財

政
に
努
め
る
た
め
、
他
団
体
よ
り
も
多

か
っ
た
普
通
建
設
事
業
費
を
中
心
に
抑

制
を
図
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。ま
た
、

中
期
財
政
運
営
指
針
で
は
、
平
成
二
十

六
年
度
の
財
政
上
の
目
標
数
値
を
示
し

て
あ
り
、
平
成
二
十
一
年
度
に
総
合
計

画
下
期
計
画
な
ど
の
策
定
と
合
わ
せ
、

新
し
い
財
政
計
画
を
策
定
し
た
い
。

質
問　

世
界
規
模
で
の
金
融
危
機
に
よ

り
経
済
状
況
は
極
め
て
厳
し
い
現
状
が

あ
る
。
多
く
の
企
業
に
於
い
て
労
働
者

の
リ
ス
ト
ラ
や
新
卒
学
生
の
内
定
取
り

薩
摩
川
内
市
の
財
政
計
画
に
つ

い
て

山
之
内　

勝

内
定
取
り
消
し
な
ど
の
雇
用
問

題
に
つ
い
て

杉
薗　

道
朗

高
齢
者
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
民
間
委
託
に
つ
い
て

中
島　

由
美
子

緊急通報システム

薩
摩
川
内
市
定
員
適
正
化
方
針

に
関
し
て

持
原　

秀
行



発
生
防
止
の
た
め
に
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全

事
業
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
農
地

の
保
全
に
は
有
効
だ
が
農
地
の
有
効
利

用
・
優
良
作
物
の
推
進
に
は
効
果
を
挙

げ
て
い
な
い
。
優
良
作
物
の
推
進
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る

が
、
そ
の
推
進
方
法
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

答
弁　

園
芸
重
点
七
品
目
に
つ
い
て
は
、

栽
培
面
積
の
拡
大
や
、
収
穫
量
や
単
価

の
向
上
等
の
総
合
的
対
策
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
所
得
の
あ
が
る
生
産

物
を
選
定
し
、
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
園

芸
重
点
七
品
目
は
安
定
し
た
所
得
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
本
市
の
地
域
性
に
適

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

を
中
心
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
た
適
地
適
作
に
よ
る
作
物
の
選

定
を
行
い
、
優
良
農
地
の
荒
廃
防
止
を

図
り
た
い
。
ま
た
、
一
方
、
耕
作
放
棄

地
対
策
協
議
会
の
活
動
に
よ
っ
て
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
を
図
る
な
ど
の
対
策

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

消
し
が
急
増
し
て
お
り
県
内
も
例
外
で

は
な
い
。
そ
こ
で
、
当
市
の
学
生
の
就

職
状
況
や
地
元
企
業
の
雇
用
状
況
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。
又
、
雇
用
問
題
に
対

す
る
支
援
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

答
弁　

市
内
高
等
学
校
の
就
職
内
定
者

数
は
、
十
月
現
在
で
、
県
内
就
職
者
八

十
一
人
、
県
外
就
職
者
百
四
十
九
人
、

合
計
二
百
三
十
人
で
内
定
率
が
七
十
七

％
。
鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
及
び
川
内

職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
の
就
職
内

定
者
数
は
県
内
就
職
者
八
十
二
人
、
県

外
就
職
者
九
十
六
人
の
合
計
百
七
十
八

人
で
内
定
率
が
六
十
五
％
。
市
内
の
代

表
的
企
業
の
う
ち
、
三
企
業
の
採
用
内

定
者
数
は
、
高
等
学
校
・
短
期
大
学
・

大
学
卒
の
合
計
で
七
十
一
人
で
あ
る
。

ま
た
、
雇
用
問
題
に
対
す
る
市
と
し
て

の
支
援
体
制
に
つ
い
て
は
、
特
に
若
者

中
途
離
職
者
へ
の
再
就
職
を
支
援
で
き

な
い
か
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
十

分
相
談
で
き
る
よ
う
な
体
制
は
つ
く
っ

て
い
き
た
い
。

質
問　

国
・
県
挙
げ
て
耕
作
放
棄
地
の
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こ
と
、
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一

部
に
つ
い
て
委
任
を
受
け
、
事
務
を
執

行
す
る
こ
と
が
追
加
さ
れ
、
市
長
は
政

策
決
定
に
専
念
し
、
副
市
長
に
政
策
執

行
の
権
限
を
持
た
せ
、
行
政
の
効
率
化

を
図
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
本
市
は
、

既
に
専
決
権
限
を
拡
大
し
、
大
幅
に
権

限
を
委
譲
し
て
い
る
。
次
に
、
教
育
委

員
会
を
含
む
各
行
政
機
関
は
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
執

行
機
関
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
明
確
な
範

囲
の
所
掌
事
務
と
権
限
が
あ
り
、
地
方

自
治
体
の
長
と
い
え
ど
も
こ
れ
を
侵
害

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
教
育
委
員
会

は
独
自
の
執
行
権
限
を
持
つ
執
行
機
関

で
あ
り
、
そ
の
独
立
性
、
中
立
性
は
確

保
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
政
策
調
整
監

は
、
市
長
・
副
市
長
が
特
命
す
る
事
業

に
つ
い
て
、
資
料
収
集
や
情
報
収
集
を

行
い
、
政
策
立
案
に
対
す
る
判
断
材
料

の
提
供
や
国
・
県
・
担
当
部
等
と
の
意

見
調
整
を
行
な
う
こ
と
を
さ
せ
た
い
。

質
問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
と
し
て
運

行
中
の
「
く
る
く
る
バ
ス
、
市
街
地
循

環
バ
ス
」
の
利
用
者
数
の
推
移
及
び
に
、

利
用
者
、
運
行
事
業
者
の
意
見
は
ど
の

質
問　

新
市
長
の
就
任
に
伴
い
、
今
回

新
た
に
副
市
長
二
名
制
、
さ
ら
に
政
策

調
整
監
の
新
設
で
薩
摩
川
内
市
の
中
枢

機
能
が
強
化
さ
れ
た
が
①
副
市
長
・
部

長
（
支
所
長
）
の
権
限
（
執
行
権
）
は

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。
②
教
育
委
員

会
の
独
立
性
の
保
障
へ
の
対
応
は
。
③

政
策
調
整
監
の
権
限
は
。

答
弁　

平
成
十
九
年
四
月
に
施
行
さ
れ

た
改
正
後
の
地
方
自
治
法
で
、
新
た
に

副
市
長
の
職
務
と
し
て
、
長
の
命
を
受

け
、
政
策
及
び
企
画
を
つ
か
さ
ど
る

副
市
長
・
教
育
長
・
政
策
調
整

監
人
事
に
つ
い
て佃　

昌
樹

く
る
く
る
バ
ス
と
循
環
バ
ス
の

現
状
と
課
題

江
畑　

芳
幸

優
良
農
地
の
荒
廃
防
止
に
つ
い

て

古
里　

貞
義

耕作放棄地の状況



よ
う
に
聞
い
て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後

利
用
者
を
確
保
す
る
対
策
及
び
新
路
線

の
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
か
伺
う
。

答
弁　

路
線
ご
と
利
用
者
数
を
見
て
み

る
と
、
く
る
く
る
バ
ス
に
つ
い
て
は
ほ

ぼ
横
ば
い
で
あ
り
、
月
平
均
利
用
者
数

は
、
東
回
り
・
西
回
り
合
わ
せ
て
八
千

百
人
で
推
移
し
て
い
る
。
一
方
、
平
成

十
八
年
か
ら
運
行
を
始
め
た
南
部
循
環
、

高
江
土
川
線
な
ど
の
廃
止
代
替
バ
ス
、

及
び
昨
年
か
ら
運
行
を
始
め
た
北
部
循

環
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
年
々

増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
新
規
路

線
に
つ
い
て
は
、
競
合
す
る
民
間
路
線

バ
ス
事
業
者
と
の
意
見
調
整
や
現
行
路

線
バ
ス
等
の
運
行
状
況
を
考
慮
し
な
が

ら
、
調
整
機
関
で
あ
る
住
民
代
表
や
事

業
者
な
ど
、
関
係
者
で
組
織
す
る
「
地

域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」
に
お
い

て
研
究
し
て
い
る
。
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答
弁　

園
芸
重
点
七
品
目
を
中
心
に
推

進
を
図
り
、
作
物
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

各
種
補
助
事
業
や
技
術
指
導
者
等
に
よ

る
支
援
を
行
な
う
考
え
で
あ
る
。
推
進

に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
た
適
地
適
作
に
よ
る
作
物
の
選
定
を

行
い
、
優
良
農
地
の
荒
廃
防
止
を
図
る

と
と
も
に
、
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会

の
活
動
に
よ
っ
て
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
を
図
り
た
い
。
ま
た
、
自
給
飼
料
確

保
に
よ
り
、
食
料
自
給
率
の
向
上
、
生

産
コ
ス
ト
の
低
減
、
経
営
安
定
化
、
家

畜
排
泄
物
の
装
置
へ
の
適
切
な
還
元
に

よ
る
畜
産
環
境
保
全
を
図
り
、
遊
休
農

地
の
活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
飼

料
用
米
の
生
産
利
用
に
つ
い
て
国
の
支

援
策
を
通
じ
て
農
家
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

質
問　

各
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

活
発
に
活
動
し
て
お
り
、
地
域
で
も
そ

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
学
校
教

職
員
が
団
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

学
校
行
事
と
の
関
連
を
踏
ま
え
て
少
年

団
運
営
に
協
力
し
て
三
者
連
携（
学
校
・

家
庭
・
地
域
）
を
も
と
に
、
健
全
な
青

少
年
育
成
が
図
れ
る
よ
う
に
団
の
指
導

者
、
父
母
会
と
の
対
話
を
重
ね
な
が
ら

協
力
体
制
が
と
れ
な
い
か
。

答
弁　

学
校
に
お
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
は
関
心
を
持
ち
、
児
童
の
安

全
や
健
康
な
生
活
リ
ズ
ム
に
配
慮
し
な

が
ら
連
携
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
を
と
お
し
て
努
力

す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
仲
間
と
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ

を
学
ば
せ
る
よ
い
場
と
と
ら
え
て
い

る
。
今
後
と
も
学
校
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
関
係
者
が
互
い
に
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
児
童
・
生
徒
に
過
重
な
負
担
を
か

け
る
こ
と
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
展
開
さ
れ
る

よ
う
、
校
長
研
修
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
理
事
会
等
を
通
し
て
指
導
し
て
ま

い
り
た
い
。

質
問　

本
市
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
農
家
の
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。

今
後
の
農
業
振
興
に
つ
い
て
魅
力
あ
る

農
産
物
の
生
産
や
活
力
あ
る
地
域
農
業

を
図
る
た
め
に
は
農
業
生
産
基
盤
で
あ

る
耕
作
放
棄
地
の
解
消
や
畜
産
経
営
の

基
盤
強
化
策
と
し
て
飼
料
用
米
の
生
産

・
利
用
に
取
り
組
め
な
い
か
伺
い
た
い
。

学
校
教
職
員
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

大
田
黒　

博

農
業
経
営
の
強
化
策
に
つ
い
て

永
山　

伸
一

くるくるバス

園芸重点七品目の一つのきんかん
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十
二
月
十
七
日
開
催

（
一
）
薩
摩
川
内
市
営
住
宅
等
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

公
有
財
産
で
あ
る
市
営
住
宅
を
良
好

な
資
産
と
し
て
維
持
で
き
る
よ
う
、
そ

の
管
理
に
努
め
ら
れ
た
い
旨
の
意
見
が

述
べ
ら
れ
た
。

（
二
）
所
管
事
務
調
査

①
上
水
道
の
石
綿
管
更
新
事
業
に
つ
い

て
は
、
使
用
者
の
不
安
解
消
の
た
め
に

も
可
能
な
限
り
早
急
に
対
応
さ
れ
た
い
。

②
未
給
水
区
域
の
生
活
用
水
確
保
に
つ

い
て
、
渇
水
時
の
対
策
や
地
域
振
興
の

観
点
か
ら
も
、
自
家
用
水
道
施
設
へ
の

補
助
制
度
も
含
め
検
討
さ
れ
た
い
。

③
上
甑
島
の
水
源
開
発
調
査
に
当
た
っ

て
は
、
環
境
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
経
済
的
で
安
定
的
な
水
源
確
保
策

の
検
討
に
努
め
ら
れ
た
い
。

④
市
営
公
衆
浴
場
の
運
営
・
整
備
に
当

た
っ
て
は
、
民
営
温
泉
施
設
を
含
め
た

観
光
振
興
策
を
検
討
す
る
な
ど
総
合
的

な
視
点
に
立
っ
て
、
全
庁
的
に
連
携
を

図
り
進
め
ら
れ
た
い
。

⑤
川
内
地
域
の
下
水
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
引
き
続
き
、
普
及
率
向
上

に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑥
整
備
要
望
の
高
い
県
道
の
う
ち
未
着

手
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者

で
あ
る
県
に
対
し
、
早
急
に
整
備
さ
れ

る
よ
う
、
更
に
要
望
す
る
な
ど
努
力
さ

れ
た
い
。

⑦
歩
道
設
置
の
要
望
が
あ
る
県
道
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
で
あ
る

県
に
対
し
て
も
、
要
望
が
考
慮
さ
れ
た

も
の
と
な
る
よ
う
、
市
と
し
て
要
望
さ

れ
た
い
。

⑧
建
設
事
業
等
の
公
共
工
事
の
発
注
は
、

工
事
関
係
者
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

景
気
浮
揚
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
予
算

確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑨
入
来
温
泉
場
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
の
推
進
に
当
た
り
、
温
泉
施
設
等
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
観
光
振
興
・
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
、
地
元
の
要
望

に
つ
い
て
協
議
し
、
ま
た
、
関
係
課
と

連
携
を
密
に
し
、
積
極
的
に
進
め
ら
れ

た
い
。

　

十
二
月
十
八
日
開
催

（
一
）
平
成
二
十
年
度
薩
摩
川
内
市
一

般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
本
委
員
会
付

託
分

　

学
校
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
当

た
っ
て
は
、
中
央
図
書
館
の
シ
ス
テ
ム

と
の
リ
ン
ク
に
よ
り
、
効
果
的
な
シ
ス

テ
ム
の
運
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
ら

　

各
常
任
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
付
託

さ
れ
た
議
案
の
審
査
等
を
行
い
、
主
に

次
の
よ
う
な
意
見
・
要
望
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

十
二
月
十
八
日
開
催

（
一
）
女
性
五
十
人
委
員
会
に
つ
い
て

は
、
委
員
の
育
成
が
促
進
さ
れ
る
よ
う

検
討
さ
れ
た
い
。

（
二
）
自
治
会
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、

そ
の
必
要
性
を
十
分
検
討
し
、
適
正
に

指
導
さ
れ
た
い
。

（
三
）　

薩
摩
川
内
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築

に
当
た
っ
て
は
、
甑
島
の
観
光
受
入
体

制
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
計
画
さ
れ
た

い
。

（
四
）
薩
摩
川
内
ブ
ラ
ン
ド
推
進
会
議

委
員
に
つ
い
て
は
、
女
性
委
員
の
参
画

を
検
討
さ
れ
た
い
。

（
五
）
広
報
紙
に
つ
い
て
は
、
食
育
の

日
に
あ
わ
せ
、
レ
シ
ピ
な
ど
を
掲
載
し

記
事
の
充
実
を
図
り
、
分
か
り
に
く
い

言
葉
に
つ
い
て
は
、
文
字
の
解
説
を
入

れ
る
な
ど
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
工

夫
さ
れ
た
い
。

（
六
）
水
稲
、
園
芸
重
点
７
品
目
の
販

売
ル
ー
ト
の
拡
充
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

十
二
月
十
七
日
開
催

（
一
）
平
成
二
十
年
度
薩
摩
川
内
市
一

般
会
計
補
正
予
算
の
う
ち
本
委
員
会
付

託
分

①
木
場
茶
屋
最
終
処
分
場
は
、
景
観
に

も
配
慮
し
た
維
持
管
理
に
努
め
ら
れ
た

い
。

②
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向
上
に
ま
す

ま
す
努
力
さ
れ
た
い
。

③
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
設
備
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
利
用
者
の

声
を
聞
く
な
ど
し
、
更
な
る
対
応
を
検

討
さ
れ
た
い
。

④
乳
児
保
育
促
進
事
業
を
始
め
と
す
る

保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
保
育
園
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
更
に
推
進
さ
れ

た
い
。

⑤
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
に
つ
い
て
、

実
施
施
設
が
増
え
る
よ
う
努
力
さ
れ
た

い
。

各
常
任
委
員
会

報
告

　
　
　
　
　

委
員
長　

古
里　

貞
義

企
画
経
済
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

福
元　

光
一

市
民
福
祉
委
員
会

建
設
水
道
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

石
野
田　

浩

総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

瀬
尾　

和
敬



れ
た
い
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

（
二
）
所
管
事
務
調
査

①
救
急
車
搭
載
の
ベ
ッ
ド
に
つ
い
て
は
、

搬
送
さ
れ
る
患
者
の
負
担
軽
減
を
考
慮

し
、
高
い
防
振
性
能
を
備
え
た
も
の
を

導
入
さ
れ
た
い
。

②
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い

て
、
更
な
る
啓
発
に
努
め
ら
れ
た
い
。

③
学
校
施
設
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て
は
、

調
査
結
果
を
公
表
さ
れ
た
い
。

④
図
書
館
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
新
し
い
図
書
館
建
設
へ

の
気
運
醸
成
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑤
投
票
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
検
討

さ
れ
た
い

　

各
特
別
委
員
会
は
、
次
の
項
目
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
六
日
開
催

（
一
）
川
内
原
子
力
発
電
所
一
号
機
・

二
号
機
の
運
転
状
況
に
つ
い
て

　

川
内
原
子
力
発
電
所
の
運
転
状
況
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨ 平成21年２月25日発行薩摩川内市議会だより

各
特
別
委
員
会

報
告

　

当
局
か
ら
、
川
内
市
原
子
力
発
電
所

の
概
要
と
運
転
状
況
、
蒸
気
発
生
器
取

替
・
原
子
炉
容
器
上
部
ふ
た
取
替
工
事

行
程
等
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
一

号
機
の
平
成
二
十
年
八
月
七
日
の
発
電

停
止
か
ら
定
期
検
査
を
開
始
、
十
一
月

十
四
日
か
ら
発
電
再
開
し
、
現
在
ほ
ぼ

一
〇
〇
％
出
力
の
調
整
運
転
に
入
っ
て

い
る
こ
と
、
及
び
定
期
検
査
の
詳
細
に

つ
い
て
報
告
・
説
明
を
受
け
た
。

次
に
、
二
号
機
に
つ
い
て
は
、
本
年
十

一
月
二
十
五
日
に
発
電
停
止
し
、
二
十

一
年
四
月
通
常
運
転
復
旧
予
定
で
、
原

子
炉
容
器
上
部
ふ
た
取
替
工
事
を
含
む

定
期
検
査
を
行
な
う
旨
、
報
告
・
説
明

を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
交
換
後
の
蒸
気
発
生
装
置

及
び
原
子
炉
容
器
上
部
ふ
た
等
の
具
体

的
な
処
分
方
法
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

今
後
の
処
分
時
期
等
に
つ
い
て
は
、
計

画
的
に
搬
出
す
る
見
込
み
で
あ
る
と
の

確
認
を
し
て
い
る
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

市
民
へ
の
不
信
感
を
招
く
こ
と
の
な

い
よ
う
、
公
開
を
原
則
と
し
、
さ
き
に

取
替
工
事
を
実
施
し
た
一
号
機
の
交
換

前
の
原
子
炉
容
器
上
部
ふ
た
の
写
真
に

つ
い
て
、
九
州
電
力
に
公
開
を
求
め
ら

れ
た
い
旨
の
要
望
が
述
べ
ら
れ
た
。　

　

当
局
か
ら
、
本
年
十
月
末
現
在
の
環

境
調
査
の
進
捗
状
況
と
し
て
、
総
合
進

捗
率
は
九
八
・
五
％
、
地
質
調
査
に
つ

い
て
は
敷
地
内
・
敷
地
外
地
質
調
査
が

完
了
し
、
現
在
分
析
・
評
価
中
で
あ
り
、

進
捗
率
九
九
・
一
％
で
あ
る
こ
と
，
気

象
調
査
に
つ
い
て
は
終
了
し
、
進
捗
率

一
〇
〇
％
で
あ
る
こ
と
、
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
準
備
書
の
作
製

に
つ
い
て
平
成
二
十
年
十
二
月
に
届
出

が
な
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
と
の
報
告
・

説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
地
元
発
注
・

雇
用
の
状
況
の
報
告
を
受
け
た
。

（
二
）
環
境
放
射
線
調
査
及
び
温
排
水

影
響
調
査
の
概
要
に
つ
い
て

　

当
局
か
ら
、
環
境
放
射
線
調
査
結
果

及
び
温
排
水
影
響
調
査
の
概
要
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
含
め
た

報
告
・
説
明
を
受
け
た
。

　

十
二
月
五
日
開
催

（
一
）
川
内
原
子
力
発
電
所
の
視
察
に

つ
い
て

　

十
一
月
二
十
六
日
に
開
催
し
た
委
員

会
に
お
い
て
、
川
内
原
子
力
発
電
所
の

原
子
炉
容
器
上
部
ふ
た
取
替
工
事
に
関

し
、
定
期
検
査
の
状
況
を
含
め
た
現
地

視
察
を
行
い
た
い
旨
の
意
見
が
出
さ
れ
、

十
二
月
五
日
開
催
の
委
員
会
に
お
い
て

現
地
視
察
を
実
施
し
た
。

　

現
地
視
察
は
、
ま
ず
、
九
州
電
力
㈱

に
よ
る
川
内
原
子
力
発
電
所
二
号
機
の

第
十
八
回
定
期
検
査
に
お
け
る
原
子
炉

容
器
上
部
ふ
た
取
替
の
手
順
、
燃
料
の

取
出
手
順
及
び
蒸
気
発
生
器
入
口
配
管

溶
接
部
の
計
画
保
全
工
事
等
の
説
明
を

受
け
、
そ
の
後
、
原
子
炉
建
屋
、
固
体

廃
棄
物
貯
蔵
庫
を
は
じ
め
と
し
た
管
理

区
域
内
の
状
況
調
査
及
び
環
境
調
査
の

地
質
調
査
に
係
る
試
掘
坑
の
視
察
を
実

施
し
た
。

　

な
お
、
視
察
の
現
場
に
お
い
て
は
、

定
期
検
査
の
説
明
に
加
え
、
原
子
力
発

電
所
内
の
管
理
体
制
の
説
明
を
受
け
、

ま
た
、
原
子
炉
容
器
上
部
ふ
た
取
替
前

及
び
取
替
工
事
状
況
の
写
真
等
は
公
開

で
き
る
旨
の
説
明
を
受
け
た
。

今
回
の
現
地
視
察
に
よ
っ
て
、
今
後
の

審
査
に
当
た
っ
て
の
基
礎
的
な
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

原
子
力
発
電
所
対
策
調
査

特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　

委
員
長　

池
脇　

重
夫

川内原子力発電所視察
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市民福祉委員会への付託分

企画経済委員会への付託分

薩摩川内市認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一
部を改正する条例の制定について 原案可決議案第１６８号

薩摩川内市観光特産品館条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 原案可決議案第１７０号

薩摩川内市いこいの村いむた池条例の一部を改正する条例の制
定について 原案可決議案第１７２号

平成２０年度薩摩川内市国民健康保険直営診療施設勘定特別会
計補正予算 原案可決議案第１８５号

薩摩川内市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 原案可決議案第１９０号

平成２０年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会
計補正予算 原案可決議案第１８３号

建設水道委員会への付託分

平成２０年第５回定例会議決結果
議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

字の区域の変更について 原案可決議案第１６９号

薩摩川内市営横馬場駐車場の指定管理者の指定について 原案可決議案第１７１号

平成２０年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１７８号

平成２０年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１７８号

平成２０年度薩摩川内市国民健康保険事業特別会計補正予算 原案可決議案第１８４号

平成２０年度薩摩川内市老人保健医療事業特別会計補正予算 原案可決議案第１８６号

平成２０年度薩摩川内市介護保険事業特別会計補正予算 原案可決議案第１８７号

薩摩川内市営住宅等の指定管理者の指定について 原案可決議案第１７７号

川内駅西口駐車場等の指定管理者の指定について 原案可決議案第１７６号

平成２０年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１７８号

平成２０年度薩摩川内市簡易水道事業特別会計補正予算 原案可決議案第１７９号

平成２０年度薩摩川内市公共下水道事業特別会計補正予算 原案可決議案第１８０号

平成２０年度薩摩川内市農業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決議案第１８１号

平成２０年度薩摩川内市漁業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決議案第１８２号
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総務文教委員会への付託分

本会議審議（委員会への付託省略分）

議  案  番  号 件 　 　 　 　 　  　 名 議 決 結 果

薩摩川内市公益法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について 原案可決議案第１６７号

薩摩川内市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 原案可決議案第１９２号

薩摩川内市議会会議規則の一部を改正する条例の一部を改正す
る条例の制定について 原案可決議案第１９１号

平成２０年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１７８号

平成２０年度薩摩川内市一般会計補正予算 原案可決議案第１９３号

財産の取得について 原案可決議案第１８９号

昨年12月11日、川内小学校の児童のみなさんが本会議を傍聴されました。
感想文をいただきましたので、一部を掲載します。

子どもから見た議会

　初めてこんな所に入って、なかなか体験できないことを実感できて、とてもいい経験になったと思いまし
た。市議会の工夫などわかった。思ったことは、とても静かで市民の願いなどをちゃんと考えて話し合って
いることが伝わって、とてもすばらしいと思った。こんな、めったにないことを体験できてとてもうれしい
ことでした。

　今私達は、社会で政治の事について学習しています。今回は、市議会を傍聴させて頂きました。この前、
選挙活動されていたみなさんは、日本の経済の事や福祉の事などを、薩摩川内市の代表として考え、話し合
われていました。一つ一つの言葉に「薩摩川内市をこんなふうにしよう」という思いが込められていました。
また、薩摩川内市のいろんな課題も少し知る事が出来ました。今回は傍聴させて頂き本当にありがとうござ
いました。貴重な体験になりました。

　ぼくは、久しぶりに傍聴して前と同じように、真剣そのものでした。また、日本の事をこの小さな薩摩川
内市でちゃんと話し合っていてすごいと思いました。今、話題になっている定額給付金についても話し合い、
給食費を払わない人への対策、子供支援パスポートなどまさに今の政治にとても関係ある事です。ぼくも
五十近くになったら議員になりたいです。

　わたしは、初めて市議会を傍聴しました。とても静かでちょっときんちょうしました。わたしは議員さん
の発言を聞いていていろいろ問題があるんだな・・・と思いました。また、その議員さんの質問にたいして
市長さんが、とてもていねいに答えてくれていて、わたしたちのことを思って下さっているんだなーと、う
れしかったです。市議会を傍聴させてくださりありがとうございます。

　私は、今日初めて市議会を傍聴しました。中は、とても静かでした。初め、議員さんの発表している内容
が、よく分からなかったけど、きっと私達のために真剣に話し合っているんだなと思いました。同時に議員
のみなさん、市役所の方々に感謝しないといけないと思いました。
　私達に、市議会のことを調べさせてくださってありがとうございました。
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陳 情 の 処 理 状 況
陳情番号 件              名 結  果

陳情第１０号 郵政民営化法の見直しに関する陳情書 採　　択

陳情第１１号 介護療養病床廃止の中止を求める意見書採択を求める陳情書 採 　 択
陳情第１２号
　　　　の２

社会保障政策と雇用政策の充実を図り，安心できる暮らしを保障するこ
とを求める陳情書

採　　択

陳情第１３号 ＷＴＯ農業交渉に関する陳情書 採　　択

意　見　書
次の意見書を、関係行政庁に提出しました。

件 　 　 　 　 　 　 名 提 　 　 　 出 　 　 　 先
雇用政策の充実を図り，安心できる暮らしを
保障することを求める意見書

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣

ＷＴＯ農業交渉に関する意見書 内閣総理大臣、農林水産大臣、外務大臣、経済産業大臣

介護療養病床廃止の中止を求める意見書 内閣総理大臣、厚生労働大臣

郵政民営化法の見直しに関する意見書 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣

議会の動き
２０日　議会運営委員会
　２日　本会議
１０日　本会議（一般質問）
１１日　本会議（一般質問）
１３日　本会議（一般質問）
１７日　市民福祉委員会・企画経済委員会
１８日　市民福祉委員会・企画経済委員会
１９日　建設水道委員会・総務文教委員会
２３日　建設水道委員会・総務文教委員会
３０日　本会議

２月
３月

※　日程は変更になる場合があります。間近になりましたら、議会事務局に問い合わせください。
　（ホームページでもお知らせいたします。）

　本会議は、原則、どなたでも傍聴することができます。
市役所４階にありますので、傍聴席入口の申込書に住所・氏名等を記入し、受付箱に入れて傍聴して
ください。（傍聴席数は５０席です。）庁舎２階ロビーや４８地区コミュニティセンター等、一部の
市の施設でも本会議の映像配信をしています。また、インターネットでも配信しています。
　また、各委員会は、委員長の許可を得て、傍聴することができます。なお、委員会の傍聴席の上限
数は次のとおりです。　第１委員会室　12人、第２委員会室　16人、第３委員会室　30人
　傍聴希望の方は、議会事務局までお越しください。


